
 
 

 

 

 

 

洪水、高潮等による災害から沿川地域を守る為の防潮鉄扉操作訓練を実施します！ 

 

提供日時 令和６年５月３１日 午後２時００分 

同時提供先 近畿建設記者クラブ  大阪府政記者会  大手前記者クラブ  

大阪市政記者クラブ  尼崎市政記者クラブ 

内容 台風による高潮の際に防潮鉄扉を閉鎖し、市域等を浸水被害から防ぐため、台風期に

備え、７月７日（日）午前１時～午前２時３０分に国道２号等８橋及び周辺道路を全面

通行止めし、防潮鉄扉閉鎖訓練及び交通規制訓練を実施します。 

淀川・神崎川及び左門殿川にかかる橋梁（鉄道橋・道路橋等）において、堤防より低

い高さに架設されている橋梁が８橋あり、それらの橋梁には洪水、高潮等に備えて堤防

と平行して防潮鉄扉が設置されており、被害が想定される際には、予め橋梁等の通行規

制を行ったうえで防潮鉄扉の操作を行い、沿川地域へ水が溢れることを防止します。 

訓練対象としては、淀川、神崎川、左門殿川筋にかかる防潮鉄扉１７箇所（資料２、

３参照）とし、台風シーズンを迎え、洪水、高潮等による被害防止を目的とした、防潮

鉄扉の開閉操作訓練を関係機関（資料１参照）と連携し、下記の要領で実施します。 

 

＜訓練の概要＞ 

 １．令和６年７月６日（土）   午後１０時３０分 から（訓練本部開設） 

          ７月７日（日）   午前 ３時００分 まで（訓練本部解散） 

      訓練本部：大阪市西淀川区役所  

         大阪市西淀川区御幣島１－２－１０    

 ２．訓練の目的は洪水、高潮等の来襲に備え、関係機関（国土交通省近畿地方整備

局 、大阪府、大阪市、大阪府警、兵庫県、尼崎市、兵庫県警、阪神電気鉄道、阪急

電鉄等（資料１参照））の協力のもとに、鉄扉の開閉に係る点検、体制の万全と、

水防団員の操作技術の向上、水防思想の高揚をはかることです。 

 ３．阪神なんば線、阪急神戸線に設置している防潮鉄扉の操作訓練は、いずれも最終

電車通過後に行います。 

国道２号、国道４３号など公道に設置している防潮鉄扉の操作訓練は、７月７日

（日）夜間午前１時頃から２時３０分頃まで全面通行止め（資料４）にして実施し

ます。 

通行止め及び周辺迂回路については、ポスター、立看板、横断幕、ラジオ、広報

車により広報活動を行うとともに、訓練当日は各主要交差点に交通案内標識を設置

し、所轄警察署の協力を得て、ドライバーに協力を呼びかけます。 

 ４．各関係機関が現地水防活動を必要とする場合には訓練を中止します。（例えば、

大雨警報、洪水警報等の警報発令時） 

令和６年５月３１日 

所 属 河港課 

所属長 福田 大樹 

電 話 06-6489-6498 



 

＜取材規制＞ 

・当日の取材については訓練の支障とならないように現場担当者の指示に従って下さ

い。 

・報道関係者は社名等が記載されている腕章等の着用をお願いします。（夜間なので、

目につきやすい服装でお願いします。） 

・各防潮鉄扉箇所には駐車場はありません。予めご了承ください。 

 

＜注意事項＞ 

・通行等の必要がある方も、訓練中は危険ですので、防潮鉄扉に近づかないようお願い

します。 

・周辺のみなさまやご通行のみなさまにはご不便をおかけしますがご理解ご協力をお願

いします。 

 

＜問合せ先＞〈防潮鉄扉操作訓練全般に関すること〉 

大阪市建設局 企画部工務課  

         課長    平田 憲親 

電話 ０６－６６１５－６４６３（代表） 

添付資料 資料１  関係機関 

資料２  機関及び訓練箇所 

資料３  防潮扉位置図 

資料４  令和６年度 淀川・神崎川及び左門殿川防潮扉点検操作訓練チラシ 

以 上 
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